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会議次第 

 

１ 開会 

 

２ あいさつ 

 

３ 議題 

（１）平成２８年度市史編さん事業の実施状況について 

 

（２）平成２９年度市史編さん事業について 

 

（３）相模原市史別編について 

 

（４）その他 

 

４ 閉会 

 



審  議  経  過 

主な内容は次のとおり。（○は委員の発言、●は事務局の発言） 

 

１ 開 会 

  

２ あいさつ 

 博物館長あいさつ 

 

３ 議 題 

  金原委員長欠席の為、市史編集委員会設置要綱第４条第３項の規定に基づき、清

水副委員長が議長となり、議事が進められた。各議題について、資料に基き事務局

から報告・説明し、それぞれ質疑応答を行った。 

 

（１）平成２８年度市史編さん事業の実施状況について（資料１） 

 ○ 報告を了承した。 

 

（２）平成２９年度市史編さん事業について（資料２～５） 

  ● 事務局から補足説明。 

資料２中、１（２）の市史編集委員会の開催予定については、市史続編の刊

行計画が今年度で終了することから、今後、編集委員会委員の委嘱期間が満了

する平成３０年７月までの間に１～2回開催する方向で検討していきたい。 

 

 ○ 平成２９年５月３１日に刊行された、『近代資料編』について、販売状況や評判

はいかがか。 

⇒● 『近代資料編』は、７月１４日に発売となった。発売後、７月末日まで（約

２週間）の販売実績は２冊である。刊行については複数の新聞でも取上げられ

内容についても好意的な記述となっている。事務局としては、おおむね高評価

を得ていると考えている。 

 

 ○ １０月１５日に予定されている市史講演会等の機会を利用し、チラシを配布す

るなど、積極的に『近代資料編』をはじめ市史刊行物のアピールに努めるべきで

ある。 

 ⇒● 了解した。 

 

 ○ 市史ノートの刊行については、どのような予定か。 

 ⇒● 本年度に刊行予定の『市史ノート第１５号』をもって、刊行終了とする予定。 



 

○ 議題（２）については、以上でよろしいか。（了承） 

   

（３）相模原市史別編について（資料６、７） 

 ● 事務局から補足説明。 

資料６の別編構成表中にもあるとおり、掲載にあたっては見やすさ重視の方

針で編集する。 

また、一覧表等は、「市史続編の本編に掲載されているもの」を掲載すると

いう原則で編集する。例として、『自然編』については、本編には写真・図・表

一覧の掲載が無く、新たに作成することは困難である為、掲載しない。 

資料７に別編の作業工程（５月２９日現在）を記載してあるが、その予定を

修正し、１０月に原稿案確定、１１月に入稿、２月初旬に納品を目指すことと

したい。 

 

 ○ 別編の体裁はＡ４縦組とのことだが、文章や表は縦書きか横書きか。 

⇒● 各項とも横書きで統一する。 

 

○ 別編は、１０月に原稿案を確定し１１月に入稿することになっている。この作

業工程から鑑みるに、編集作業を円滑に遂行する為にも、検討事項が生じたその

都度、編集委員会を開催することは得策でないと考える。 

ついては、編集作業方針等について、編集委員会が事務局に一任するべきと考

えるが、いかがか。 

 ○ 一任する場合にも、事務局は、編集作業を遂行する際に疑問点等が生じた場合

は、可能な範囲で各担当部会委員に意見を求めていただきたい。 

 ○ 別編の編集作業方針等については、疑問点が生じた場合は事務局が可能な範囲

で担当部会委員に意見を求めることを条件に、事務局一任としてよろしいか。 

（了承） 

 

○ 議題（３）については、以上でよろしいか。（了承） 

 

（４）その他 

 ○ 本年度で市史続編の刊行計画が終了する。市史続編の編さんに伴い、今まで収

集した資料の扱いについて、どう考えているか。 

 ⇒● 収集した資料の整理・保存は、今後も引続き必要と考えている。現在、公文

書館において歴史的公文書についてのみ管理しているが、それ以外の市史編さ

ん関係資料は博物館資料として管理するなどして、散逸を防止する必要がある



と考える。 

この問題については、８月３１日開催予定の市史編さん審議会においても、

意見を伺い方針を決定していきたい。 

 

○ 議題（４）については、以上でよろしいか。（了承） 

 

 

以 上  
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